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——————————要約——————————

近年人工知能 (AI)などの情報処理技術は目覚ましく発
展しており，記憶や認識，データ収集やその処理などは
人間を凌駕しつつある．特許情報は過去の情報をアーカ
イブしたいわば発明の保管庫的なデータであり，それを
活用することで経営戦略・技術的発展等広く社会に役立
てることができる．しかし，現状の特許プラットフォー
ムは人手で少数の特許事例を調べるのには必要充分であ
るが，ビッグデータとして特許全体の分析を行いたい場
合には整理されているとはいいがたい．また，コロナ化
をはじめ，サステナビリティやESG（環境，会社，ガバ
ナンス）の推進など，昨今の社会変化に手対応していく
ためには多面的な視点から経営戦略を策定することが不
可欠である．そこには攻めの知財情報活用であるIPラン
ドスケープが有効である．
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———————— 1 はじめに————————

—- 2 特許情報処理と知的財産戦略—-

2.1 知的財産戦略
知的財産戦略（知財戦略）とは、企業が自身の知的財産
を活用し、経営戦略に組み込むためのアプローチである。
事業環境が大きく変化する時代において、企業の重要な
資産の一つである知的財産を活用することで、事業を成
功に導き、企業価値を高めることを目的としている．
最適な知財戦略は、その企業が置かれた経営環境や経営
戦略に応じて異なり，知財戦略は、知財ありき、ではな
く、最初に経営戦略があり、その実行のために、知財を
どう効果的に利用するか、を考えるものである。知財戦
略と経営戦略とは、企業の持続的な発展に向けて密接に
関連しており，知財戦略は、経営戦略の一部として位置
付けられるが、経営戦略において各機能別戦略の方向性
を決定する重要な役割を果たす。
パテントマップとは、膨大な特許情報の中から利用目的
に応じて出願動向分析や競合動向分析を実施し、加工・整
理することでマップに落とし込んで可視化する分析手法
である。パテントマップの活用方法としては、対象とな
る技術領域の全体の動向を俯瞰し、自社のポジションを
明らかにすることで、新規研究開発や技術導入に際して
の投資の方向性、特許ポートフォリオの構築や特許出願
の方向性について意思決定の参考とすることなどがある。

IPランドスケープは法律用語ではなく、実務上で使用
されるようになった用語であり概念であることから明確
な定義は定められていないが、「経営戦略・事業戦略を成
功に導き、企業価値を向上させることを目的として、知
財情報のみならず、政治的、経済的、社会的、技術的な
動向も踏まえて市場環境分析を統合的・多角的に実施し、
マーケティング視点でのインサイトを得て、事業環境の
将来見通しや、想定される自社・他社のポジション等を
示し、経営層に対して具体的な知財戦略オプションを経
営の意思決定ができるレベルで事業戦略に具体的な知財
戦略を組み込んでいくこと」と説明できる。

2.2 特許情報処理
公開番号とは、個々の公開特許公報に付与される番号
をいう。出願番号と同様に公開年が識別できるような書
式で付与される。例えば、「特開平10-123456」。ただし、
2000年以降は、「特開2006-123456」の書式。同じく、公
表特許公報には「特表平10-123456」、「特表2006-123456」
のような公報番号が付与されるが、再公表特許公報には
「WO2006/123456」のような国際公開番号がそのまま公
報番号として付与される。
国際特許分類（International Patent Classification：

IPC）は、特許文献（特許内容を掲載した文献。公開特
許公報などが該当する。）の国際的な利用の円滑化を目的

に作成された世界共通の特許分類である。2023年9月現
在、IPC第8版（2006年1月発効）が最新の分類となって
いますが、技術の進展に柔軟に対応するため、適宜改正
が行われている。
我が国では独自の特許分類FI(File Index)も導入してい
る．FIはIPCを細分化したものであり，わが国で特許出
願が多い分野の細分化が IPCでは十分ではなく，IPCで
特許検索を行っても十分な絞り込みができないことが多
い．そのため，特許庁は IPCを我が国の技術に合わせて
再展開したFIを用意している．

図1 多目的最適化の定式化

2.3 自然言語処理とテキストマイニング
自然言語処理とは、人が書いたり話したりする言葉をコ
ンピュータで処理する技術である。人工知能（AI）の研
究分野で中核を成す要素技術の一つといえる。　自然言
語処理技術は「言語理解」と「言語生成」に大きく二つ
に分けることができます。「言語理解」は人が書いた文章
に対してなんらかの処理をする技術で、メールの自動分
類、ウェブ検索などが典型的な応用になる。「言語生成」
は、コンピュータに文章を生成させる技術で、文章の要
約や機械翻訳などを含む。　これまでは個別の用途ごと
に技術開発が進んできましたが、ChatGPTをはじめとす
る最近のシステムがこの常識を変えました。高度な「言
語理解」と「言語生成」が必要な質問応答もできるよう
になり、さまざまな作業（タスク）を一つのシステムで
こなせるようになっている。
形態素解析とは文を形態素ごとに分解する技術である

[3]．自然言語処理の一つでテキストを品詞ごとに分解す
ることである．形態素解析を行うことで取り出したい品
詞を絞って分析できる．一般的に助詞や助動詞はよく使
われるが，キーワードごとのテキストを分析したときに
特徴が見られないと考える．
テキストデータは、「定性データ」の代表的なもので，こ
の「定性データ」から付加価値の高い情報を収集するこ
とがテキストマイニングの目的である．アイデア発想に
おいて人間は自然言語から思考して発想することが一般
的である．そこでサイバー空間にあるテキストデータを
自然言語処理することを考える．現代社会においてイン
ターネット上の情報量は莫大になっており，今後も増え
続けることが予想される．このインターネット上の情報
を収集して分析することで発想支援に生かせると考える．
発想支援において重要なことはキーワードからより関連
度の高い単語をより多く表示させることである．そこで,
より良いデータを多く収集するためにインターネットか
らテキストデータを収集することとする．
今回，GooglePatents複数キーワードのand検索の結果
を年代ごとに取得し，そのURLからテキストを抽出しそ
のテキストに対し自然言語処理を行う．

— 3 特許情報の可視化—

3.1 特許情報のベクトル化

図2 BERT

3.2 次元削減とクラスタリング
次元削減技術は、データ解析の歴史と共に進化してき
た。最も古典的な手法であるPCAは、データの分散が最
大となる方向に線形変換を行うことで、次元を削減する。
これにより、データの本質的な構造を抽出することがで
きるが、非線形な関係性を捉えるのには限界があった。

その後、2008年に提案された t-SNEは、データ間の距
離を確率分布に変換し、高次元空間と低次元空間の確率
分布の違いを最小化することで次元削減を行います。こ
の手法は、特にクラスタリングや可視化に優れた結果を
もたらすことで広く使われるようになりました。ただし、
計算コストが高いため、大規模データに対しては適用が
難しいという課題がありました。
最新の次元削減手法であるUMAPは、t-SNEの持つ計
算コストの高さを改善しつつ、データの局所的な構造と
大域的な構造の両方を保持することができる特徴を持っ
ています。これにより、より高速で精度の高い次元削減
が実現され、機械学習やデータ解析の分野で急速に広まっ
ている現在、UMAPは様々なアプリケーションで活用さ
れています。
クラスタリング（clustering）とは、機械学習の1種で
データ間の類似度にもとづいて、データをグループ分け
する手法である。この単語は機械学習や統計学の文脈以
外でも使われるクラスタリングにはハードとソフトの2種
類がある。それぞれのデータが単一のグループに所属す
るようにグルーピングするものをハードクラスタリング、
それぞれが複数のグループに所属できることを許してグ
ルーピングするものをソフトクラスタリングという。
「群平均法」は、2つのクラスターに属している対象の
間のすべての組み合わせの距離を求め、それらの平均値
をクラスター間の距離として定める手法です。群平均法
は鎖効果を防止できるメリットがあるためウォード法を
実行した時に起こってしまう鎖効果（１つのクラスター
に対象が１つずつ吸収されていき、新しいクラスターが
作られる現象）を未然に防ぐことができます。
「ウォード法」は、凝集型のクラスター分析の手法の1
つで「凝集型階層的クラスタリング」とも呼ばれていま
す。ウォード法はすでにあるクラスターの中で、1番距離
の近い2つのクラスターが選ばれ、1つのクラスターに結
合されていく操作を、目標のクラスター数になるまで続
ける方法です。
最短距離法は単連結法とも呼ばれる、2つのクラスタ間
で一番近いデータ同士の距離を、クラスタ間の距離とし
て採用する手法です。群平均法と同様に、クラスタを構
成する要素同士の距離をすべて求め、その中で一番距離
の短い組み合わせを選ぶことでクラスタ間の距離として
求めます。この方法のメリットはウォード法などと比較
した場合に、計算量が少なくなりますが、同時に外れ値
に弱いというデメリットも抱えています。
最長距離法とは、最短距離法とは逆の方法で行う計算手
法です。完全連結法と呼ばれることもあります。クラスタ
を構成している要素同士のすべての距離の中で、最も距
離が長いものをクラスタ間の距離として採用するという
手法です。
非階層クラスタリングは、階層を作らずにデータをグ
ルーピングしていく手法です。母集団の中で近いデータ
を収集し、指定された数のクラスタに分類します。この
方法では階層クラスタリングとは対照的に、クラスタを
形成した後で自由にクラスタを分けることができないた
め、事前にクラスタ数を指定する必要があります。

k-means法とは、非階層クラスタリングを行うためのア
ルゴリズムのことです。「指定されたk個のクラスタに、
平均（means）を用いて分類していく」という意味が込
められています。そんなk-means法は、初めに指定した
クラスタの数だけ「重心」をランダムに指定して、その
重心をもとにクラスタをグルーピングしていくという手
法です。k-means法を活用すれば、データ間の距離を計算
する必要がなくなるというメリットがあります。

図1 UMAP

3.3 　共起関係と共起ネットワーク
ある単語とある単語が同時に出現することを共起する
といい，文章において関係深い単語は共起することが多
い．共起分析では単語同士のJaccard係数を比較したり，
共起関係を持つ単語と単語を線で結んで描かれる共起ネ
ットワークが利用される. 文章また単語群に対して共起す
る単語をネットワークで表した共起ネットワークという．
今回，キーワードごとに集めたテキストに対してそれぞ
れの共起ネットワークを作成する．



———————— 4 提案手法————————

図4 自動献立作成の流れ

————— 5 数値実験並びに考察—————

図5 実験結果
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